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核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
現

在
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

問
題
や
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
学
力
や
体
力
の
低
下
、
不
登

校
や
い
じ
め
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
子
ど

も
だ
け
の
問
題
と
し
て
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
や
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
な
け
れ
ば
解

決
で
き
な
い
問
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
「
学
校
・
地
域
教
育
力
向
上
対

策
事
業
」
と
し
て
地
域
と
の
協
働

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぎ
、
地
域
の
人
た
ち
と
児
童
・
生

徒
が
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
も
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
、
各

町
域
の
教
育
事
務
所
に
配
置
し
て

い
る
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

　

事
業
を
進
め
る
中
で
、
学
校
と

地
域
の
距
離
感
が
縮
ま
り
、
学
校

に
対
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

が
得
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
協
力
す
る
機
運
も
高
ま

り
、
一
部
で
は
行
動
と
な
っ
て
表

れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
活
動
で
は
、
学
習
指
導
の

幅
も
広
が
り
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

深
ま
り
の
あ
る
体
験
的
な
学
習
が

展
開
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
よ
り
組
織
的
な
活
動
と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
・
地
域
の
つ
な
が
り

以
前
よ
り
強
く
組
織
的
に

学
校
と
地
域
の
距
離
縮
ま
る

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
も
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の
関
心
や
意
欲
が
高
く
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
市
内
を
三
つ
の

地
区
に
分
け
、
支
援
の
形
態
に
応

じ
た
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
順
次
進
め
て
き
ま
し
た
。

23
年
度
が
東
和
・
中
田
・
石
越
、

24
年
度
が
登
米
・
豊
里
・
津
山
、

25
年
度
が
迫
・
米
山
・
南
方
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
年
２
月
20

日
に
は
、
南
方
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
「
学
校
と
地
域

を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
」
を
開
催
。
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
関
係
者
、
小
・
中
学
校
職

員
な
ど
１
０
０
人
を
超
す
人
た
ち

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
で
は
、
ま
だ
ま
だ
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で

も
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通

じ
て
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
確
保
と
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
地
域
の

子
ど
も
」
を
中
心
に
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
働
し
た
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
と
育
成

学
校
現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
必
要

　東日本大震災。子どもた
ちは、これから始まる長い
人生のスタートの時期にあ
の大震災を経験しました。
やがてその子どもたちは、
10 年、20 年、いやそれ以
上にかかる復興の最前線に
立つことになります。
　その子どもたちに、「震災
に屈しない生きる力」をしっ
かり身に付けることは、大
人の責任です。学校、地域
はその役割を担っています。
　「学校・地域教育力向上対
策事業」は、地域住民など
の参画によって学校の教育
活動を支援する事業であり、
学校・家庭・地域の協働体
制の構築を目指す取り組み
です。　　

■ボランティア登録状況（平成26年2月28日現在）

※　東和、中田、石越地区は平成23年度スタート、登米、豊里、津山は平成24年度、迫、米山、南方は平成25年度スタート
※　町域の数値は個人登録者数（各区分に重複して登録している人含む） 

区分 内容 迫 登米 東和 中田 豊里 米山 石越 南方 津山 個人計 団体
学習支援活動 本の読み聞かせ、書写指導、郷土学習など 2 7 9 25 16 8 9 25 16 117 21
部活動指導・補 卓球、野球、バスケット、バドミントンなど 2 1 16 7 3 1 2 0 2 34 3
登下校安全確保 登下校時の見守り（スクールガード） 3 16 15 11 17 1 7 4 20 94 21
学校行事の協力 不審者対応訓練、持久走大会見守り、中総体救護など 4 0 18 15 10 1 9 9 8 74 12
環境整備・清掃 図書登録・整理・貸出、除草作業、樹木の剪定など 3 1 10 16 2 3 8 4 19 66 5
技術指導など 縄ない、ミシン、竹とんぼ作り、楽器指導など 1 1 7 20 12 3 3 3 11 61 11
その他 よさこい、衣装縫製の指導など 2 1 2 8 4 0 1 0 2 20 4
延べ人数 17 27 77 102 64 17 39 45 78 466 77
実人数 8 24 55 76 53 13 27 29 44 329 58
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平
成
24
年
９
月
か
ら
錦
織
小
学

校
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ

は
、
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
案
内
を
た
ま
た
ま
目
に
し

た
こ
と
。
孫
の
小
学
校
卒
業
が
近

づ
き
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
学
校
と

の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る
と
、
さ

み
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
募
集
を
見
て
「
私

に
も
で
き
る
か
も
」
と
思
い
、
軽

い
気
持
ち
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

申
し
込
ん
だ
人
が
他
に
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

応
募
は
私
一
人
、
と
聞
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
子
ど
も
た
ち
の
反

応
が
と
て
も
心
配
で
し
た
。
で

も
、
読
み
終
え
た
後
に
「
次
は
何

を
読
ん
で
く
れ
る
の
」
と
瞳
を
輝

か
せ
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
か
ら
、
地
域
の
学
校
と
の

つ
な
が
り
が
ま
た
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

　

地
元
の
ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ（
よ

さ
こ
い
）ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
舞
姿
道

（
ぶ
し
ど
う
）み
ろ
く
」
の
代
表
を

し
て
い
ま
す
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、

中
田
中
の
３
年
生
に
「
よ
さ
こ
い
」

を
授
業
の
中
で
教
え
て
い
ま
す
。

よ
さ
こ
い
は
夏
休
み
明
け
の
運
動

会
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
時
期
が
来
る
と
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
と
学
校
に
出

向
い
て
指
導
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
め
ま
す
。
練
習
は
６
月
か
ら
夏

休
み
前
ま
で
週
１
、２
回
の
ペ
ー

ス
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
３
人
か

ら
６
人
で
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
振
り
付
け
や
声
出
し

を
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
が
、
練
習
の
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
意
欲
的
に
な
っ
て
き
ま

す
。
や
る
気
を
見
せ
な
か
っ
た
生

徒
も
、
怒
ら
ず
一
人
一
人
認
め
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
る
の
は
、
と
て

も
楽
し
く
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。
指
導
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
、
卒
業
後
に
声
を
掛
け
て
も
ら

え
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
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学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
間
の
連
絡
調
整
を
行

い
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
す
の
が
「
地
区
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
で
す
。
市
教
育
員
会

で
は
、
こ
の
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
市
内
９
地
区
に
一
人
ず
つ

委
嘱
し
、
各
地
区
の
教
育
事
務
所

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
欲
し

い
」
と
い
う
学
校
の
要
望
と
「
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
」
と

い
う
地
域
住
民
の
思
い
を
仲
介
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。
学
校
と
地

域
住
民
、
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
の
が
地
区
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　

学
校
の
要
望
に
応
じ
て
地
域
の

情
報
を
集
め
、
チ
ラ
シ
を
作
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
り
、

地
区
の
教
育
事
務
所
と
連
携
し
、

個
人
や
団
体
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
協
力
を
要
請
し
た
り
し
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
と
地
域

の
力
を
効
果
的
に
結
び
付
け
て
い

く
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
活
動
後
に
感
想
や
思
い
を

聞
き
取
り
活
動
の
様
子
を
ま
と
め

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

迫

登米

中田

米山

南方

東和

豊里

石越

津山

学校支援ボランティアの問い合わせは市教
育委員会生涯学習課（☎0220-34-2698）
か、最寄りの教育事務所まで
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２
月
14
・
15
の
両
日
、東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）で
開

か
れ
た
低
炭
素
杯
２
０
１
４
で
、

本
市
の
㈱
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー（
氏

家
良よ

し

典の
り

代
表
取
締
役
社
長
）と
、

同
社
の
障
が
い
者
特
例
子
会
社
で

あ
る
㈱
ウ
ジ
エ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
循
環
型
の
取
り
組
み

が
、
最
高
賞
と
な
る
環
境
大
臣
賞

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

低
炭
素
杯
は
、
地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
低
炭
素
社
会
構
築
に
向

け
た
全
国
各
地
の
取
り
組
み
を
紹

介
、
評
価
し
て
い
る
も
の
で
す
。

４
回
目
と
な
る
本
年
は
全
国

１
６
２
０
団
体
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
41
団
体
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
各
団
体

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、

企
業
活
動
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
同

社
が
最
高
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
取
り
組
み
は
、
ス
ー

パ
ー
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
焼

却
せ
ず
に
ウ
ジ
エ
ク
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
の
従
業
員
が
回
収
。そ
の
後
、

同
社
の
肥
料
生
産
工
場
で
有
機
質

肥
料
に
加
工
し
、
米
や
野
菜
の
栽

培
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
審
査
で
は
、
親
会
社
と
子
会

社
に
よ
る
地
域
循
環
型
の
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
プ
レ
ゼ
ン
発
表

し
た
同
社
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、
布
施
孝
尚
市
長
に
環

境
大
臣
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
「
本
番
の
発
表
が
と
て
も
う
ま

く
い
っ
た
。
環
境
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
長
や
市
民

の
皆
さ
ん
と
受
賞
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
」
と
語
る
の
は
メ
ン

バ
ー
を
統
括
し
た
ウ
ジ
エ
ス
ー

パ
ー
取
締
役
人
事
部
長
の
吉
田
芳よ

し

弘ひ
ろ

さ
ん
。
発
表
者
の
一
人
、
ウ
ジ

エ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の
千
葉
大だ

い

喜き

さ
ん（
迫
町
）も
「
本
番
は
と
て

も
緊
張
し
た
け
ど
、
う
ま
く
い
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
満
面
の
笑
み
を

見
せ
ま
し
た
。
布
施
市
長
は
「
グ

ラ
ン
プ
リ
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
仕

事
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ン
バ
ー

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

発
表
メ
ン
バ
ー
が
来
庁

全
国
１
６
０
０
団
体
の
頂
点

h t t p : / / w w w .
zenkoku - ne t . o r g /
t e i t ansoha i2014/
movie.php

ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
＆
ウ
ジ
エ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
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も
く
も
く
ハ
ウ
ス
仙
台
店
ス
タ
ッ
フ
が
デ
ザ
イ
ン

ウ
ス
仙
台
店
」
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
組
合
の
事
務
主
任
、
阿

部
幸ゆ

き

恵え

さ
ん
は
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
に
決
ま
っ
て
か
ら
、
２
商
品

に
対
し
て
消
費
者
や
マ
ス
コ
ミ
の

方
々
か
ら
多
く
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

品
事
業
協
同
組
合
が
事
業
主
体
と

な
り
商
品
開
発
。
企
画
・
デ
ザ
イ

ン
は
、
も
く
も
く
ハ
ウ
ス
仙
台
店

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
藤
和か

ず

子こ

さ
ん

（
仙
台
市
在
住
）が
担
当
し
ま
し
た
。

　

２
商
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
も
く

も
く
ハ
ウ
ス
７
Ｄ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ

（
セ
ブ
ン
・
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）『
Ｍ
Ｍ

Ｈ
７
Ｄ
』」、「『
梅
す
き
！
』
＆
『
椎

茸
グ
ル
メ
』」
と
い
う
商
品
名
で
、

津
山
町
横
山
の
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
も
く
も
く
ハ
ウ
ス
」
や
、
仙

台
駅
東
口
に
あ
る
「
も
く
も
く
ハ

　

津
山
町
の
も
く
も
く
ハ
ウ
ス
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
２
商
品
が
、

２
０
１
３
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

（
分
類
＝
家
庭
用
品
・
機
器
・
設
備
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
は
公
益
財
団
法
人
「
日
本

デ
ザ
イ
ン
振
興
会
」
が
主
催
す
る

総
合
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
制
度

で
す
。

　

受
賞
し
た
の
は
津
山
町
産
の
木

製
長
手
皿
７
枚
組
と
、
市
内
産
の

梅
干
し
と
椎し

い
た
け茸
を
使
用
し
た
調
味

品
の
２
商
品
で
す
。
津
山
木
工
芸

グッドデザイン賞受賞の２商
品は、もくもくハウスの２店
舗で取り扱っています。

●クラフトショップ「もく
もくハウス」
登米市津山町横山字細屋 26
番地1  ☎0225-69-2341
http://moku2.biz/

●もくもくハウス仙台店
仙台市宮城野区東八番丁 91
番地1  ☎022-296-1223
http://moku2.info/sendai/

index.html

日本の伝統的な食品を
現代のライフスタイルに合わせて
使いやすく工夫することで、用途
を広げるとともに若い人にも伝え
ていこうとする試みが増えてい
る。これもその一つであるが、梅
と椎茸を余計なものを排した象徴
的なアイコンに着地させていると

ころが潔く、好感が持てる。次世
代に伝えるべき食品として無添
加・無化学調味料を実践している
ところも、このシンプルなデザイ
ンからうかがい知ることができ、
トータルで筋の通ったブランディ
ングと言える。

梅干しと椎茸の調味品 [「梅すき！」＆「椎茸グルメ」]

生活にもっと木製品を
取り入れようという提案型のデザ
インである。宮城県登米市津山町
の山林で採れる 10 から 12 種類
の木を使って作ったシンプルな
フォルムの皿から消費者が７枚を
選ぶ。同じフォルムながら、それ

ぞれ色や木目、風合いが異なる皿
を並べた食卓を囲むことで、木の
個性を知り、地域を意識し、自然
の豊かさを楽しむ感性が育まれる
だろう。使い勝手が良さそうな湾
曲したシンプルなフォルムも評価
できる。

津山町産木製長手皿7枚組 [もくもくハウス7Dishes『MMH7D』]
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国
指
定
重
要
文
化
財
に
も
な
っ

て
い
る
不
動
明
王
座
像
は
、
震
災

で
右
腕
の
肘
や
肩
の
継
ぎ
目
部
分

が
損
傷
。
平
成
24
年
１
月
か
ら
京

都
の
美
術
院
国
宝
修
理
所
で
修
復

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

坐
像
の
修
復
は
昨
年
10
月
に
終

わ
り
、
11
月
か
ら
本
年
１
月
ま
で

東
北
歴
史
博
物
館（
多
賀
城
市
）

に
展
示
。
３
月
４
日
に
は
２
年
ぶ

り
に
横
山
不
動
尊
に
戻
り
ま
し
た
。

６
日
に
は
坐
像
に
魂
を
入
れ
る

「
還げ

ん

座ざ

開か
い

眼げ
ん

式し
き

」
が
行
わ
れ
、
地

域
住
民
や
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
出
席
し
て「
横
山
お
不
動
さ
ん
」

の
復
活
を
喜
び
ま
し
た
。

大修復終え２年ぶりに

　

市
で
は
、
市
内
４
カ
所（
津
山
・

米
山
・
東
和
・
南
方
）に
あ
る
「
道

の
駅
」
関
係
者
で
つ
く
る
「
登
米

道
の
駅
連
絡
会
」
と
、
災
害
時
応

援
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
道
の
駅
が
避
難
者

へ
の
食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
提

供
、
道
路
情
報
や
被
災
情
報
な
ど

を
発
信
す
る
ほ
か
、
防
災
関
係
機

関
の
活
動
拠
点
と
し
て
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

２
月
17
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
協
定
式
で
は
、
四
つ
の
道
の
駅

代
表
者
と
布
施
孝
尚
市
長
が
協
定

書
に
署
名
。
布
施
市
長
は
「
道
の

駅
は
災
害
時
に
物
流
拠
点
と
な

り
、
食
材
供
給
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

食
料
・
支
援
物
資
の
提
供

　

卒
業
シ
ー
ズ
ン
の
３
月
、
市
内

の
小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
８
日
は

市
内
中
学
校
の
卒
業
式
。
石
越
中

学
校
で
は
、
卒
業
生
48
人
が
完
成

し
た
ば
か
り
の
新
体
育
館
で
、
巣

立
ち
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
中
の
３
年
生
は
震
災
直
後
に

入
学
し
た
生
徒
た
ち
で
す
。
震
災

で
校
舎
が
使
用
不
能
と
な
り
、
入

学
後
は
、
旧
上
沼
小
学
校
、
そ
し

て
石
越
総
合
運
動
公
園
に
建
て
ら

れ
た
仮
設
校
舎
で
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
に
。
卒
業
式
は
、
新
校
舎

に
先
駆
け
完
成
し
た
新
体
育
館
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
の
小
中
学
校
を

卒
業
し
た
の
は
、
小
学
校
22
校

で
７
６
７
人
、
中
学
校
10
校
で

７
５
１
人
と
な
り
ま
す
。

石
越
中
生
48
人
が
巣
立
ち

　

東
日
本
大
震
災
で
損
傷
し
た
津

山
町
の
横
山
不
動
尊
「
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

座ざ

像ぞ
う

」
が
京
都
で
の
修
復
を
終

え
、２
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
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米よ
ま

中
学
校
区
３
校
が
２
月
14
日
、

実
践
事
例
発
表
会
を
開
き
ま
し

た
。「
み
や
ぎ
の
志
教
育
」は
、小
、

中
、
高
の
全
時
期
を
通
じ
、
人
や

社
会
と
関
わ
る
中
で
社
会
性
や
勤

労
観
を
養
い
、
よ
り
良
い
生
き
方

を
主
体
的
に
求
め
さ
せ
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

会
場
の
登
米
小
に
は
、
市
内

小
、
中
、
高
校
の
教
諭
と
児
童
生

徒
、
地
域
住
民
、
県
内
の
教
育
関

係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
。

「
歴
史
と
文
化
の
町
・
登と

米よ
ま

、
未

来
へ
つ
な
ぐ
志
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
校
の
教
員
や
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

登米中学校区の実践発表

　

市
と
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育

協
会
で
は
３
月
12
日
、
市
ス
ポ
ー

ツ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
元
水
泳
競
技
日
本
代
表
と

し
て
活
躍
し
「
ハ
ギ
ト
モ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
た
萩
原
智と

も

子こ

さ

ん
。
会
場
の
中
田
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
ら
約

１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
目
標
達
成
の
極
意
〜
克こ

っ

己き

心

〜
」
と
題
し
て
講
演
し
た
萩
原
さ

ん
は
、
水
泳
と
の
出
会
い
や
引
退

か
ら
５
年
後
に
復
帰
、
大
病
を
患

い
な
が
ら
五
輪
を
目
指
し
た
体
験

談
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。「
目
標

達
成
の
た
め
に
は
願
望
で
は
な

く
、強
い
覚
悟
が
必
要
」
と
述
べ
、

ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
自
分
が
成
長
す

る
チ
ャ
ン
ス
。
感
謝
と
素
直
な
心

が
大
切
で
す
」と
強
調
し
ま
し
た
。

水
泳
・
萩
原
さ
ん
招
き
講
演
会

　

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
ジ
ェ
イ
・
バ
ー
）

制
度
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
・
吸
収
を
行
う
活
動
を
認
証

し
、
削
減
・
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
発
行
す
る
環
境
省
運
営

の
制
度
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
企
業

な
ど
の
排
出
量
を
埋
め
合
わ
せ
す

る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行

う
た
め
市
場
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
間
伐
を
実
施
し
た
市

有
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
認

証
を
得
て
、
本
県
市
町
村
有
林
で

初
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
１
月
30
日
に

は
、
本
市
と
米
川
生
産
森
林
組
合

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
た
東
京

の
富
士
レ
ビ
オ
㈱
を
布
施
孝
尚
市

長
と
及
川
光み

つ

雄お

組
合
長
が
訪
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
記
念
の

盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

富
士
レ
ビ
オ
㈱
に
盾
贈
呈

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
25
年

度
「
み
や
ぎ
の
志（
こ
こ
ろ
ざ
し
）

教
育
」
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
た

登と

米よ
ま

小
と
登と

米よ
ま

中
、
登
米
高
の
登と
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４
月
６
日（
日
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
の
10
日
間
、全
国
一
斉
に「
春

の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
下
記
の
５
項
目
を
運
動

の
重
点
と
し
て
掲
げ
期
間
中
、
各

　
☎

迫
町
佐
沼

字
中
江
１
〜
５
丁
目

平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　

飲
酒
運
転
は
「
犯
罪
」
で
す
。

1

2

3

4

5

◉

　

本
市
は
県
内
他
市
町
村
と
比
べ

て
も
、飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
数
・

事
故
件
数
の
割
合
が
高
い
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
時
は
、
飲
酒
運
転
が
引
き
起

こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に
認

識
し
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）　

❷
家
族（
家
族
離
散
な
ど
）

❸
仕
事（
会
社
な
ど
は
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
な
ど
）

❺
免
許（
免
許
取
り
消
し
な
ど
）　

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
な
ど
）

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

地
区
で
の
街
頭
指
導
な
ど
、
関
係

団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
撲
滅
は
、
市
民
誰

も
が
望
む「
願
い
」で
す
。こ
の「
願

い
」
を
か
な
え
る
た
め
「
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル
、
高
め
よ
う
交
通
マ

ナ
ー
」
を
市
民
一
人
一
人
が
心
掛

け
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

４
月
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

自
転
車
や
車
を
運
転
す
る
皆
さ

ん
は
、
子
ど
も
に
配
慮
し
た
運
転

に
心
掛
け
、
将
来
の
本
市
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
見
本
に
な
る
よ

う
、
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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平
成
25
年
春
に
実
施
し
た
「
仙

台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の

観
光
客
が
本
県

を
訪
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
今
年

も
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
カ
月

間
「
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
４
〜
仙

台
・
宮
城　

春
物
語
〜
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
本
市
の
春
の
魅
力

を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
花
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
に
、
ご
家
族
や
お
友
達

と
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
「
食
」
の
充
実
・
掘
り

起
こ
し
を
テ
ー
マ
に
、
春
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
の
本
市
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
４
月
26
日（
土
）・

27
日（
日
）の
２
日
間
、
長
沼
フ
ー

ト
ピ
ア
公
園
を
会
場
に
開
催
し
ま

す
。

　

昨
年
も
開
催
し
た
「
Ｒラ

イ

ス

ｉ
ｃ
ｅ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ（
お
弁
当
・
ど

ん
ぶ
り
・
お
に
ぎ
り
・
寿
司
）」「
登

米
サ
ン
ド
グ
ラ
ン
プ
リ（
サ
ン
ド
・

ド
ッ
グ
・
バ
ー
ガ
ー
）」、「
登
米

ス
イ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス（
洋
菓
子
・

和
菓
子
）」「
伊
達
な
お
土
産
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　

長
沼
の
美
し
い
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
４

月
27
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
県
初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ほ

か
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
キ
ッ
ズ

ラ
ン（
５
㌔
・
２
㌔
）も
あ
り
ま
す
。

　

雄
大
な
北
上
川
か
ら
の
眺
め

を
、
船
に
乗
っ
て
楽
し
め
る
ツ

ア
ー
を
４
月
29
日（
火
・
祝
）に
実

施
し
ま
す
。
希
少
な
ゲ
ー
ト
式
の

脇
谷
閘こ

う

門も
ん

が
通
過
で
き
る
ほ
か
、

修
復
さ
れ
た
横
山
不
動
尊
の
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

坐ざ

像ぞ
う

や
上
沼
八
幡
神
社
の

随ず
い

神じ
ん

像ぞ
う

も
拝
観
で
き
る
盛
り
だ
く

さ
ん
の
ツ
ア
ー
で
す
。

　

花
と
観
光
名
所
を
巡
る
市
内
無

料
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
市

役
所
迫
庁
舎
、
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園
、
平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
、

み
や
ぎ
の
明
治
村
や
各
道
の
駅
、

花
の
名
所
を
巡
回
し
な
が
ら
買
い

物
も
楽
し
め
ま
す
（
４
月
19
〜
20

日
、
26
〜
27
日
、
29
日
運
行
）。

　

日
本
三
不
動
の
一
つ
と
称
さ
れ

る
横
山
不
動
尊
で
春
に
行
わ
れ
る

例
祭
で
す
。
不
動
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
木

造
不
動
明
王
坐
像
。
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
修
復
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
今
回
は
例
祭
に
合
わ
せ
て

大
修
復
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
は
12
年
に
一
度
の
御
開

帳
に
合
わ
せ
、
東
北
36
不
動
尊
が

一
同
に
会
す
る
特と

く

別べ
つ

出で

開が
い

帳ち
ょ
うも
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。
４
月
25
日

（
金
）〜
29
日（
火
・
祝
）

◉
　

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
合
わ

せ
て
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト

２
１
９
９
」
特
別
企
画
展
で
す
。

◉
　

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
市

内
の
「
漫
画
」「
美
術
」「
芸
術
」

の
施
設
を
巡
る
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト

を
発
行
し
ま
す
。
通
常
価
格
よ
り

大
変
お
得
な
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
で

す
。

◉

（
31
ペ
ー
ジ
参
照
）

◉

（
31
ペ
ー
ジ
参

照
）

◉

　

４
月
中
旬
〜

下
旬
）

◉　

４
月
15
日（
火
）〜
30
日（
水
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

◉

　

４
月
中
旬
〜
下
旬

◉

　

４

月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

◉

　

４
月
29
日（
火
・

祝
）

◉

　

４
月
27
日（
日
）〜
５
月
11
日（
日
）

◉

　

５
月
下
旬
〜
６
月

上
旬

◉

　

６

月
１
日（
日
）

◉

　

６
月

22
日（
日
）

◉

　

６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬

◉

　

６

月
下
旬
〜
７
月
上
旬

☎
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協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
自
主
的

な
地
域
活
動
を
支
援
し
、
住
み
良

い
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
制
度
で

す
。

❶
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組

み
❷
地
域
の
人
や
モ
ノ
な
ど
の
素

材
を
生
か
し
た
取
り
組
み
❸
身
近

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
や
提
供

す
る
取
り
組
み
❹
地
域
の
伝
統
・

文
化
を
継
承
す
る
取
り
組
み
❺
活

動
団
体
同
士
の
連
携
や
協
働
の
取

り
組
み
❻
地
域
住
民
の
声
を
集
約

し
て
み
ん
な
で
実
践
す
る
取
り
組

み

交
付
金
の
対
象
と

な
る
団
体
は
市
内
の
市
民
活
動
団

体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
自
治
会
、
町
内
会
、
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
団
体
企
業
な
ど
）

で
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
団
体
で
す
。
❶
市
内
に

活
動
の
拠
点
が
あ
る
こ
と
❷
構
成

員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
❸
運

営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
ま
た
は

会
則
を
定
め
て
い
る
こ
と
❹
政
治

活
動
、
宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

総
合
支
所
ご
と
に

１
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上

※
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。

各
総
合
支
所
市

民
課

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
30
日（
金
）

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
お
よ
び
地
域
住
民
が

自
ら
地
域
課
題
に
取
り
組
む
た
め

に
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
対
し

支
援
す
る
制
度
で
す
。

30
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。
※
１
回
限
り

（
下
表
を
参
照
）

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が「
地
域
づ
く
り
計
画
」

に
掲
載
さ
れ
た
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
支
援
制
度
で
す
。

50
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。
※
１
回
限
り

地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
が
自
発
的
に
取
り
組

む
活
動
で
「
地
域
づ
く
り
計
画
」

に
記
載
さ
れ
た
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
取
り
組
み
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
と

お
り
で
す
。
❶
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
❷

☎ 地
域
の
人
や
モ
ノ
な
ど
の
素
材
を

生
か
し
た
取
り
組
み
❸
身
近
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
た
り
提
供

し
た
り
す
る
取
り
組
み
❹
地
域
の

伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
取
り
組

み
❺
活
動
団
体
同
士
の
連
携
や
協

働
の
取
り
組
み
❻
地
域
住
民
の
声

を
集
約
し
て
み
ん
な
で
実
践
す
る

取
り
組
み

交
付
金
の
交

付
対
象
経
費
は
、
交
付
対
象
事
業

に
要
す
る
経
費
と
な
り
ま
す
。❶

飲

食
費（
事
業
に
伴
う
会
議
で
の
茶

菓
代
を
除
く
）
❷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
礼
な
ど
❸
そ
の
ほ
か
、
交

付
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

７
月
31
日（
木
）

５
月
30
日（
金
）
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☎

☎
死

☎

　

☎

）
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麻
疹（
は
し
か
）

や
ポ
リ
オ
な
ど
感
染
症
の
中
に

は
、
か
か
る
と
重
症
化
し
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
生
命
に
関
わ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
病

気
か
ら
子
ど
も
を
守
る
の
が
予
防

接
種
で
す
。
感
染
症
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
菌
が

作
り
出
す
毒
素
の
力
を
弱
め
て
作

ら
れ
ま
す
。
予
防
接
種
で
感
染
症

の
発
病
や
重
症
化
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

予
防

接
種
に
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
市
町
村
が
実
施
す
る
「
定
期
接

種
」
と
本
人
や
保
護
者
の
希
望
で

受
け
る
「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま

す
。

　
「
定
期
接
種
」
は
Ａ
類
疾
病
と

Ｂ
類
疾
病
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
や

年
齢
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
類
疾
病
の
対
象
者
は
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す（
Ｂ
類
疾
病
は

一
部
自
己
負
担
あ
り
）。

　
「
任
意
接
種
」
の
費
用
は
、
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
感
染
症
の
予
防
と
重
症
化
予

防
の
た
め
、
４
種
類
の
任
意
予
防

接
種
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
り
、
ま
だ
受
け
て
い

な
い
予
防
接
種
が
あ
る
場
合
は
、

体
調
の
良
い
と
き
に
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）

０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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☎

参加してみませんか？

◉

◉

▶ ▶
▶

▶
▶

▶
▶

◉

◉

▶
▶

▶
▶

㎥
㎥ ㎥

☎
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▶
▶

☎

▶ ☎
▶
☎

宮城　シロ

電話○○―△△△△

   

◉

◉

☎
死
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福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当たりの放射線量）
町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

旧森小学校 3月 17日 晴れ 0.10

中田

諏訪公園 3月　5日 雨 0.06
森幼稚園 3月 17日 晴れ 0.05 宝江ふれあいセンター 3月　5日 雨 0.06
佐沼小学校 3月 17日 晴れ 0.06 浅水ふれあいセンター 3月 12日 雨 0.06
佐沼幼稚園 3月 17日 晴れ 0.06 中田海洋センター 3月 12日 雨 0.05
佐沼中学校 3月 17日 晴れ 0.08 石森ふれあいセンター 3月 12日 曇り 0.07
東佐沼幼稚園 3月 17日 晴れ 0.06 中田生涯学習センター 3月 12日 曇り 0.07
北方小学校 3月 17日 晴れ 0.07 石ノ森章太郎ふるさと記念館 3月 12日 曇り 0.09
北方幼稚園 3月 17日 晴れ 0.06 中田総合体育館 3月　5日 雨 0.07 室内
新田小学校・新田中学校 3月 17日 晴れ 0.05

豊里

豊里幼稚園 3月 13日 雨 0.07
新田幼稚園 3月 17日 晴れ 0.06 豊里小・中学校 3月 13日 雨 0.07
歴史博物館 3月 10日 晴れ 0.05 豊里公民館 3月 13日 雨 0.07
迫公民館 3月 10日 晴れ 0.05 豊里多目的広場 3月 13日 雨 0.07
市民プール 3月 10日 晴れ 0.06 平筒沼農村文化自然学習館 3月 13日 雨 0.07
視聴覚センター 3月 10日 晴れ 0.07 豊里運動公園 3月　6日 曇り 0.06
光ヶ丘球場 3月 10日 晴れ 0.06

米山

米山東幼稚園 3月 14日 曇り 0.07
梅ノ木グリーンパーク 3月 10日 晴れ 0.06 米山東小学校 3月 14日 曇り 0.05
大東公園 3月 17日 晴れ 0.05 米岡小学校 3月 14日 曇り 0.06
迫図書館 3月 17日 晴れ 0.06 米山中学校 3月 14日 曇り 0.08
迫海洋センター 3月 17日 晴れ 0.06 中津山小学校 3月 14日 曇り 0.06
新田総合運動場 3月 17日 晴れ 0.06 米山西幼稚園 3月 14日 曇り 0.07
迫武道館 3月 17日 晴れ 0.05 善王寺コミュニティセンター 3月 14日 晴れ 0.06

登米

登米幼稚園 3月 11日 晴れ 0.06 吉田公民館 3月 14日 晴れ 0.06
登米小学校 3月 11日 雪 0.08 吉田運動場 3月 14日 晴れ 0.05
登米中学校 3月　4日 晴れ 0.05 米山公民館 3月　7日 晴れ 0.06
警察資料館 3月 11日 晴れ 0.08 米山海洋センター 3月　7日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 3月 11日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 3月 12日 曇り 0.06
登米総合運動公園 3月 11日 晴れ 0.09 石越小学校 3月 12日 曇り 0.08
教育資料館 3月　4日 晴れ 0.08 石越中学校 3月 12日 曇り 0.07
伝統芸能伝承館 3月　4日 晴れ 0.07 石越公民館 3月　5日 雨 0.07
登米総合体育館 3月　4日 晴れ 0.05 石越総合運動公園 3月　5日 雨 0.07
登米公民館 3月　4日 晴れ 0.06

南方

西郷幼稚園 3月 13日 曇り 0.07

東和

米谷幼稚園 3月 11日 雪 0.08 西郷小学校 3月　6日 曇り 0.05
米谷小学校 3月 11日 雪 0.08 東郷幼稚園 3月 13日 雨 0.06
米川小学校 3月 11日 晴れ 0.08 東郷小学校 3月 13日 雨 0.07
錦織小学校 3月 11日 晴れ 0.07 南方幼稚園 3月 13日 雨 0.05
東和中学校 3月 11日 雪 0.11 南方小学校 3月 13日 雨 0.07
米川公民館 3月 11日 雪 0.10 南方中学校 3月 13日 雨 0.06
東和国際交流センター 3月 11日 晴れ 0.10 南方中央運動広場 3月 13日 曇り 0.08
楼台コミュニティーセンター 3月 11日 晴れ 0.07 南方総合運動場 3月　6日 曇り 0.05
東和総合運動公園 3月　4日 晴れ 0.06 南方武道伝承館 3月 13日 雨 0.05
東和勤労青少年ホーム 3月　4日 晴れ 0.06 室内 西郷公民館 3月 13日 曇り 0.05

中田

さくら幼稚園 3月 12日 曇り 0.07 南方公民館 3月　6日 曇り 0.05
中田幼稚園 3月 12日 曇り 0.08 東郷公民館 3月　6日 晴れ 0.05
浅水小学校 3月 12日 曇り 0.08

津山

つやま幼稚園 3月 14日 曇り 0.08
宝江小学校 3月 12日 曇り 0.06 柳津小学校 3月 14日 曇り 0.06
加賀野小学校 3月 12日 曇り 0.09 横山小学校 3月 14日 曇り 0.07
上沼小学校 3月 12日 曇り 0.10 津山中学校 3月 14日 曇り 0.08
石森小学校 3月 12日 曇り 0.08 津山林業総合センター 3月　7日 晴れ 0.07 室内
中田中学校 3月 12日 曇り 0.09 津山運動広場 3月　7日 晴れ 0.08
中田球場 3月　5日 雨 0.06 津山河川運動場 3月　7日 晴れ 0.08

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ4月21日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 （58）5553　
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▲サークルの中心を狙って、ストーンを投げる選手たち

▲自然と背筋が伸び、いつもと違う景色を楽しみました

　

３
月
１
日
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

体
力
増
進
と
親
睦
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的

に「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｉ
ｎ
長
沼
」

（
迫
、北
方
、新
田
公
民
館
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
２
本
の

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
行
を
補
助
し
、
運
動
効
果

を
高
め
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
一

つ
で
す
。
当
日
は
、
志
津
川
自
然
の
家
や
日
本

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
の
講
師
に

よ
る
指
導
の
下
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
会
話
し
な
が
ら
、
ま
だ
少
し
雪
の
残
る

長
沼
の
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

迫

　

東
和
町
域
の
愛
好
者
の
拡
大
と
冬
期
間
の
健

康
づ
く
り
を
狙
い
と
し
た
第
１
回
東
和
町
ユ

ニ
カ
ー
ル
大
会（
東
和
地
区
体
育
協
会
、
東
和

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
あ
ば
せ
主
催
）が
２
月
23
日
、

東
和
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
学
１
年
生
の
選
手
が
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
や
平
均
年
齢
70
歳
代
の

サ
ー
ク
ル
チ
ー
ム
、
行
政
区
で
結
成
し
た
チ
ー

ム
な
ど
14
チ
ー
ム
が
参
加
。
幅
広
い
年
代
層
の

選
手
が
集
ま
る
和
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
投
ご
と
に
優
劣
が
変
わ
る

ゲ
ー
ム
展
開
に
一
喜
一
憂
。
白
熱
し
た
中
に
も

笑
い
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

東和

　
「
第
１
回
登と

米よ
ま

町
地
域
づ
く
り
ア
ッ
プ
事
業
」

が
３
月
２
日
、
登と

米よ
ま

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
独
自
の
取
り
組
み
を

他
地
域
に
紹
介
し
、
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で

お
互
い
の
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。
当

日
は
、
町
内
か
ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
退
職
後
の
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
、
地
域
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
広
報

誌
を
発
行
し
た
三
日
町
区
長（
佐
藤
貞て

い
い
ち
一
さ
ん
）

と
、
祭
り
を
通
じ
て
地
域
内
の
企
業
と
協
力
し
、

世
代
間
交
流
を
し
て
い
る
九
日
町
区
長（
佐
々

木
康や

す
あ
き
明
さ
ん
）が
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
域
の
取
り
組
み

に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲地域の取り組み「三日町だより」について述べる佐藤区長

登米
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▲笑顔いっぱい。とっても楽しいひなまつり誕生会になりました。

▲特別出演の伊達武将隊から元気をもらいました

中田

　
「
西に
し
野の

先せ
ん

人じ
ん

大
学
」
が
３
月
６
日
、
米
山
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

設
け
、
年
６
回
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は「
健
康
と

食
事
」。
尚
絅
学
院
大
学（
名
取
市
）の
片
倉
成し

げ

子こ

さ
ん
が
、
体
に
優
し
い
食
事
方
法
や
必
要
摂

取
量
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
講
演
で

は
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
認
知
症
予
防
運
動

も
紹
介
。
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。
市
職
員
に
よ
る
食
育
講
座
と

健
康
食
品
の
試
食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
６

回
の
学
習
会
に
参
加
し
た
人
に
は
、
米
山
公
民

館
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

豊里

▲バランスのとれた食生活や認知症予防運動について学びました

米山

　

平
成
25
年
度「
な
か
だ
老
連
の
つ
ど
い
」が

２
月
４
日
、
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
約
５
０
０
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
中
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
表
彰
や
活
動
の
事
例
発
表
、
三
味
線
語
り
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
高
齢
者
生
き
が
い
支
援
事
業
で
行
わ
れ
て

い
る
大
正
琴
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
社

交
ダ
ン
ス
や
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
演
芸
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
特
別
出
演
と
し
て
伊
達
武
将
隊
も

登
場
。
戦
国
健
康
ご
長
寿
ク
イ
ズ
で
は
、
参
加

者
が
元
気
に
答
え
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

豊
里
幼
稚
園
で
は
３
月
３
日
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い「
ひ
な
ま
つ
り
誕
生

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
誕
生
日
が
近
い
男
の
子
と
女
の
子

を
お
祝
い
し
、
み
ん
な
で「
う
れ
し
い
ひ
な
ま

つ
り
」な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。
遊
戯
室
に
飾
ら

れ
た
３
・４
・５
歳
児
が
作
っ
た
か
わ
ら
し
い
ひ

な
人
形
を
見
た
園
児
た
ち
は「
お
ひ
な
さ
ま
の

着
物
と
っ
て
も
す
て
き
だ
ね
」「
み
ん
な
の
お

ひ
な
さ
ま
か
わ
い
い
ね
」な
ど
思
い
思
い
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
な
人
形
に
負
け
な
い
く

ら
い
か
わ
い
い
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
ひ
な

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　
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▲ユニカールに挑戦。子どもたちはすぐに上達しました

▲自分の健康チェックをする参加者

▲絵本の世界にようこそ、今日のお話は何かな

　

２
月
18
日
、
石
越
公
民
館
で「
石
越
地
区
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
、
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
地
区
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
団
体
や
地
区
組
織
な
ど
の
共
催
。
市
民
一
人

一
人
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
㈱
マ
ル
シ
ン
ク
健
康
運
動
指
導
士

の
薄
井
愛あ

い

さ
ん
が
「
暮
ら
し
の
中
に
運
動
を
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。「
座
っ
た
ま
ま
で

で
き
る
体
操
」や「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」な
ど
の
実

技
を
交
え
た
楽
し
い
講
演
に
、
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は「
わ
か
り
や
す
く
と
て
も
良
か
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

石越

　

津
山
地
区
少
年
少
女
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

が
２
月
14
日
、
津
山
若
者
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
児
童
の
健
康
増
進
と
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
が
目
的
。
当
日
は
42
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
ス
ト
ー
ン
を
滑
ら
せ
円
形

の
目
標
地
点
に
近
づ
け
る
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
２
種

目
を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
体
験
す
る
競
技

に
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た

が
、
指
導
を
受
け
る
と
す
ぐ
に
上
達
。
気
軽
に

楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
面
白
さ
に
は

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

南方

津山

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
２
月
13
日
、
南
方
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
は
学
校
と
地
域
を
つ

な
ぐ「
学
校
・
地
域
教
育
力
向
上
対
策
事
業
」

の
一
環
と
し
て
実
施
。
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

た
め
に
小
学
校
低
学
年
を
中
心
に
行
わ
れ
、
今

回
で
19
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
の
絵
本
は「
じ
ご
く
の
ら
ー
め
ん

や
」。子
ど
も
た
ち
は
、読
み
聞
か
せ
が
始
ま

る
と
す
ぐ
に「
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
み
た
い
」

と
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
、
中
津
川
美み

き

こ
貴
子

さ
ん（
沢
田
）は「
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
見
ら

れ
て
楽
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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市
内
に
残
る
歴
史
や
逸
話
を
題
材
に

毎
年
市
民
が
作
り
上
げ
て
き
た

登
米
市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」。

16
回
目
と
な
る
夢
舞
台
が

3
月
1
、2
の
両
日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
た

舞
台
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
25
〜
27
ペ
ー
ジ
）
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東
和
米
川　

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
・
製
鉄
物
語

米
川
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
キ
リ
ス
ト
教
信
者
１
２
０
人
が

処
刑
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

米
川
地
区
在
住
の
小
野
寺
和か
ず

彦ひ
こ

さ
ん
の「
せ
み
時
雨
の
丘
」を

原
作
に
、
迫
町
の
大
友
久く

仁に

恵え

さ
ん
が
脚
本
と
演
出
を
手
掛
け
た
。

「
狼
河
原
の
田
植
え
踊
」と
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
奇
祭

「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」が
演
じ
ら
れ
る
中
、

い
わ
れ
の
な
い
弾
圧
に
立
ち
向
か
っ
た
信
者
た
ち
の
姿
を
描
い
た
。

あ
ら
す
じ

　

江
戸
中
期
。
東
和
町
米
川
に
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
里
が
あ
っ
た
。
里
人
は
親

し
み
を
込
め
て
こ
の
地
を
、
幸
せ
を
呼

ぶ
里
＝「
幸
呼
里（
こ
う
こ
り
）」
と
呼

ん
で
い
た
。
烔ど
う

屋や

で
鉄
の
生
産
を
始
め

て
か
ら
約
１
６
０
年
。
今
の
元
締
め
・

総そ
う

兵べ

衛え

率
い
る
タ
タ
ラ
場
で
は
、
最
新

の
炉
を
使
っ
て
鉄
の
生
産
量
を
増
や
し

て
い
た
。
里
人
は
そ
の
陰
で
キ
リ
シ
タ

ン
で
あ
る
こ
と
を
ひ
た
隠
し
、
心
の
中

で
信
仰
を
続
け
て
い
た
。

　

あ
る
夏
の
初
め
、
け
が
を
し
た
侍
が

里
に
迷
い
込
ん
だ
。
元
締
め
の
孫
娘
す

ず
が
彼
を
烔
屋
に
連
れ
て
行
く
。
侍
は

北
に
あ
る
胆い

沢さ
わ

郡ご
お
り

出
身
で
、
キ
リ
シ

タ
ン
摘
発
の
代
官
に
追
わ
れ
て
い
る
身

だ
っ
た
。
長
く
平
和
が
続
い
て
き
た
幸

呼
里
に
、
再
び
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
波

が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
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子
ど
も
た
ち
に
頼
っ
て
も
ら
え
る

優
し
い
保
育
士
に
な
り
た
い

　
「
子
ど
も
が
好
き
。
い
つ
も
優
し

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
育
士
に

な
り
た
い
」と
い
う
玲
奈
さ
ん
。
弟

や
妹
の
遊
び
相
手
や
小
さ
い
い
と
こ

の
面
倒
を
見
る
こ
と
も
あ
り
、
小
学

５
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
、
子
ど
も
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
、「
保
育

士
」
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
に
中
学
校
で
開
催
さ
れ

た
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
保
育

士
の
仕
事
は
、
日
常
生
活
を
通
じ

て
健
や
か
な
心
と
体
を
持
っ
た
子
ど

も
に
成
長
す
る〝
根
っ
こ
〞を
育
て
る

こ
と
」と
大
切
な
こ
と
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歌
う
た

め
、
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
」と
話
す
玲
奈
さ
ん
。
き
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
慕
わ
れ
る
、
優
し
い

保
育
士
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

さん（米山中・1年）
（米山町町吉田・武志さん方）

くん（２歳）
平成24年1月27日生まれ
米山町・新町
晃伸さんの長男

　車が大好きで、お出掛け
すると駐車場に並んでいる
車に夢中になります。そん
な颯斗くんはとてもきれい
好き。食器やおもちゃをき
ちんと片付けてくれます。

くん（３歳）
平成22年5月26日生まれ
石越町・第八
洋州さんの次男

　朝、お父さんが顔を洗っ
ていると洗面所までひげそ
りを持ってきてくれる慶凡
くん。お兄ちゃんの通

みち

凡
ひろ

く
んの影響で電車が大好き。
電車の図鑑に夢中です。

くん（３歳）
平成22年7月7日生まれ
中田町・新田
進さんの三男

　仮面ライダー鎧
がい

武
む

が大好
き。階段の手すりを滑って
遊んだり、トランポリンを
したりと活発な皓輝くん。
妹の歩

あ

美
み

ちゃんの面倒を見
る優しいお兄ちゃんです。

ちゃん（３歳）
平成22年10月12日生まれ
津山町・横山10
真一さんの長女

　4月から保育所に通う琴
音ちゃん。妹のさくらちゃ
んとひらがなの積み木で遊
びながら、字の勉強中です。
甘いものが好きで、特に
シェイクがお気に入り。

わが家のアイドル Kid’s

107



29 2014.4.1

さん（25歳）
（豊里町十五貫・さそり座）

まちの若い衆 Young man車やバイクに興味がある
いろんな免許を取りたい

　

１
６
０
㌢
で
B
型

で
す
。

岩
渕
パ
ネ
ル
工
業
で
働

い
て
い
ま
す
。
入
社
し
て
８
年
目
で

す
。
会
社
で
は
、
施
設
の
多
目
的
ホ
ー

ル
、
教
室
や
会
議
室
な
ど
を
区
切
る
可

動
式
の
間
仕
切
り
パ
ネ
ル
、「
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
」
を
造
っ
て
い
ま

す
。
製
品
は
ほ
と
ん
ど
県
外
に
出
荷
し

て
い
ま
す
。
12
月
か
ら
３
月
が
忙
し
い

で
す
ね
。

　

明
る
く
、
大
ざ
っ
ぱ
。

　

友
達
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や

ボ
ー
リ
ン
グ
に
出
掛
け
た
り
、
麻
雀
を

し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
あ
と

は
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

車
に
乗
る
の
が
好
き
で
す
。

友
達
と
遊
び
に
出
掛
け
る
時
は
、
率
先

し
て
車
の
運
転
を
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
て
家
庭
的

な
人
。

　

い
ろ
ん
な

乗
り
物
の
免
許
を
取
り
た
い
で
す
。
普

通
車
の
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

中
型
や
大
型
免
許
、
大
型
特
殊
な
ど
も

興
味
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
今
一
番
欲

し
い
の
は
中
型
バ
イ
ク
の
免
許
。
免
許

が
取
れ
た
ら
、
日
本
海
を
目
指
し
て
新

潟
県
辺
り
ま
で
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
掛
け

て
み
た
い
で
す
。

●
５
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
20
作
品
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迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

❶

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、

60
歳
以
上
は
21
万
４
０
０
０
円
以

下
）。
※
収
入
基
準
の
算
出
は
、

入
居
予
定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世

帯
主
以
外
の
入
居
予
定
者
一
人
に

つ
き
38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ

月
で
割
っ
た
金
額
❷
同
居
す
る
親

族
が
い
る
こ
と（
婚
姻
予
定
も
可
）。

※
原
則
と
し
て
単
身
で
の
入
居
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
60
歳
以
上（
た

だ
し
、
特
例
と
し
て
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
で
50
歳
以
上
も
可
）、

身
体
障
が
い
者（
１
〜
４
級
）、
精

神
・
知
的
障
が
い
者
は
単
身
入
居

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
❸
入
居
者
全
員
に
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
❹
現
在
、
市
営
住
宅

に
入
居
し
て
い
る
人
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
❺
申
込
者
ま
た
は
同

居
予
定
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と

▼
迫
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

２
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

２
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

３
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得

な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含
む
）

の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
の
３

倍
以
上
で
あ
る
こ
と

】
1
台
の
み
、
別
途

２
０
０
０
円

各
総
合
支
所
市

❷

▼
迫
梅
ノ
木
住
宅
２
棟
３
０
１

号
、
３
０
２
号（
迫
町
佐
沼
字

八
幡
一
丁
目
６
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
２
戸（
３
L
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
２
０
０
円
〜

３
万
１
０
０
円

▼
石
越
駅
前
第
二
住
宅
23
号

（
石
越
町
南
郷
字
小
谷
地
前

１
２
６
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
４
０
０
０
円

〜
２
万
１
５
０
０
円

▼
石
越
南
芦
倉
住
宅
９
号（
石
越

町
南
郷
字
芦
倉
38
番
地
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
１
４
０
０
円

〜
１
万
７
０
０
０
円

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

※
各
住
宅
に
重
複
し
て
申
し
込
み

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◉
日時／4月1日（火）～30日（水）

　　　　10：00～17：00
　　　　（30日は正午まで）　
　会場／レストラン「蓮房」
　入場料／無料

◉

日時／4月26日（土）～30日（水）
　　　　5月2日（金）～5日（月）
① 9:00～10:30  ②11:00～12:30
③13:30～15:00 ④15:30～17:00
　会場／大ホール　申込者
　　　◉

　日時／4月29日（火）～5月5日（月）
　　　　9:30～17:00
　　　　（5日は15:00まで）　　　
　会場／小ホール　入場料／無料

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

民
課
ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整

備
課（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

４
月
15
日（
火
）

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け  

付
け
で
き
ま
せ
ん
。　

　

平
成
26
年
度
固
定
資
産
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
次
の
と
お
り
縦
覧
で

き
ま
す
。４

月
１
日（
火
）〜
６
月

２
日（
月
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分各

総
合
支
所
市
民
課

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）の
納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
障
が
い
者
が
使
用
す

る
自
動
車
の
燃
料
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。次

の
❶
〜
❸
の
い
ず

れ
か
の
う
ち
、
世
帯
の
住
民
税
が

非
課
税
の
人

❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・

内
部
３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
で
、
自
動
車
を
所
有
し
、
運
転

し
て
い
る
、
ま
た
は
障
が
い
者
の

た
め
に
運
転
す
る
❷
身
体
障
害
者

手
帳
下
肢
３
級
で
、
自
動
車
を
所

有
し
運
転
し
て
い
る
❸
療
育
手
帳

Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
・
２
級
ま
た
は
、
18
歳
未
満

で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・

内
部
３
級
の
人
の
う
ち
障
が
い
者

の
た
め
に
運
転
す
る
同
居
者
が
い
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ちゃん
（中田町加賀野二・邦洋さん）

ちゃん
（中田町野元・大輔さん）

くん
（中田町本町畑中・秀利さん）

ちゃん
（石越町寺山・孝行さん）

くん
（石越町第二・芳春さん）

　※（　　）内には申し出が
あった保護者の名前を掲載
しています。

ちゃん
（東和町米谷3・義和さん）

ちゃん
（中田町沼畑・勝則さん）

ちゃん
（石越町長根・信也さん）

ちゃん
（石越町新道・勉さん）

くん
（南方町大袋・淳さん）

くん
（南方町沢田・美江さん）

くん
（南方町一ノ曲・基樹さん）

ちゃん
（東和町米谷3・直彦さん）

る

▼
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
ま
た
は
透
析
患

者
通
院
費
助
成
事
業
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
▼
既

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
持
っ
て
い
る
場
合

は
、
障
害
者
自
動
車

燃
料
券
と
交
換
で
き

ま
す（
平
成
26
年
度

の
み
）。

▼
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
の
際
、
１
枚

当
た
り
千
円
の
利
用
券
を
月
２
枚

ま
で
利
用
で
き
ま
す（
１
年
間
で

最
大
24
枚
）。

４
月
７
日（
月
）

か
ら
随
時
、
各
総
合
支
所
市
民
課

（
市
民
係
）で
受
け
付
け
・
交
付
し

ま
す
。

❶
障
害
者
手

帳
❷
運
転
免
許
証
❸
車
検
証
❹
印

鑑※
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に
本

市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
25
年

１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
か
ら
、

住
民
税
の
平
成
25
年
度
課
税（
非

課
税
）証
明
書
を
取
り
寄
せ
て
、

申
請
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

福
祉
事
務
所
生

活
福
祉
課（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

４
月
１
日（
火
）〜
６
月

30
日（
月
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

※
４
月
28
日
、
29
日
は
お
休
み
と

な
り
ま
す

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円髙

倉
勝
子
作
品
の
中
か

ら
春
の
情
景
を
描
い
た
作
品
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。髙

倉
勝
子
美
術

館☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

４
月
１
日（
火
）〜

６
月
30
日（
月
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分登

米
懐
古
館

刀
剣
と
火
縄
銃
の
展
示

（
登
米
伊
達
家
の
刀
の
拵こ

し
ら

え
な
ど

数
十
点
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
火
縄

小
道
具
な
ど
十
数
点
）

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

▼
登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

▼
㈱
と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

休日・夜間診療案内は下記
の番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 4月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報
とめ」3月21日号に掲載

　

所
得
が
少
な
い
時
や
失
業
な
ど

で
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
免

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２

年
１
カ
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除（
※
）が
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
申
請
直
前
の
７
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
。
４
月

か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま

で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、災
害
・

失
業
な
ど
の
前
月
か
ら
翌
々
年
６

月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例

免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す（
平
成
26
年
３
月
以
前
に

あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象

期
間
は
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
で

す
）。

年
金
事
務
所
ま
た

は
、
お
住
ま
い
の
総
合
支
所
市
民

課（
市
民
係
）で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）「
免
除
」
と
は
、全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

▼
市
民
生
活
部

国
保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

（
代
表
）　

　

市
民
病
院
で
は
、
が
ん
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
な
ど
が
気
楽
に
集

ま
る
場
「
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と
め
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
お
茶
や
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
工
夫
な

ど
を
語
り
合
え
ま
す
。
情
報
交
換

や
交
流
を
通
じ
て

悩
み
や
不
安
を
解

消
、
明
る
く
前
向

き
に
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
機
会
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
催
会
場
は
２
カ
所
で
、
ど
ち

ら
の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

時
間
内
の
入
退
室
は
自
由
で
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉

４
月
14
日（
月
）、
５

月
12
日（
月
）、
６
月
９
日（
月
）、

７
月
14
日（
月
）、８
月
11
日（
月
）、

９
月
８
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

◉

４
月
16
日（
水
）、
５

月
21
日（
水
）、
６
月
18
日（
水
）、

７
月
16
日（
水
）、８
月
20
日（
水
）、

９
月
17
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

タ
オ
ル
帽
子
は
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
１
枚
で
で
き
、
ど
な
た
で
も
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
岩

手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」
が
、
抗
が
ん

剤
治
療
で
脱
毛
し
た
人
の
た
め
に

考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会
の
指
導

の
下
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

脱
毛
し
た
人
や
ご
家
族
、
大
切

な
誰
か
の
た
め
に
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

市
民
病
院（
地
域
医
療
連

　

☎
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作りおきそうざい
主婦の友社／出版

時間がたってもおいしい
「作りおきそうざい」を
紹介します。気軽に料理
してみませんか。

まてまてももんちゃん
とよたかずひこ／著

ももんちゃんシリーズ最新
刊です。まてまて～。もも
んちゃんどこいくの？

おばけのこわ～い
なぞなぞ超スペシャル
やまざきロバ／著

こわ～いなぞなぞがいっぱ
い。おばけのなぞなぞ、い
くつとけるかな。

はしる！新幹線
「スーパーこまち」
鎌田歩／著

冬景色の中を「スーパーこ
まち」が走ります。どんな
旅になるのかな。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

私のなかの彼女
角田光代／著

葛藤し、悩みながら
も人生の決断を下す
主人公・和

わ

歌
か

の姿を
描きます。

赤ちゃんがいる家の
収納＆インテリア
主婦の友社／出版

赤ちゃんにも優しい、快適
な収納を考えてみましょう。
楽しいアイデア満載です。

携
セ
ン
タ
ー
２
階　

が
ん
相
談
支

援
室
）

４
月
10
日（
木
）、
24

日（
木
）、
５
月
８
日（
木
）、
22
日

（
木
）、
６
月
12
日
（
木
）、
26
日

（
木
）、７
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）、

８
月
７
日（
木
）、
28
日（
木
）、
９

月
11
日（
木
）、
25
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

時
間
程
度
）千

円（
型
紙
代
な
ど
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

区分 現行料金 改定後料金

大人 550円

現行料金
（改定なし）

高校生 400円

小人（小中学生） 300円

幼児（3歳未満は
利用できません）

無料

区分 現行料金 改定後料金

6カ月会員 16,820 円 16,820 円

3カ月会員 8,500円 8,750 円

お試し 1カ月会員 3,000円 3,100 円

区分 現行料金 改定後料金
1カ月（4回）

＜施設利用料含む＞ 3,400円 3,500 円

区分 現行料金 改定後料金

65歳以上の人 2,000 円 2,060 円

65歳未満の人 3,400 円 3,500 円

区分 現行料金 改定後料金

個人を対象
＜1時間＞ 2,100 円 2,160 円

☎

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。４

月
24
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

土
地
の
境
界
、
建
物
の
登
記
な

ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。４

月
19
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午

迫
公
民
館

土
地
の
境
界
や
面

積
を
知
り
た
い
、
建
物
を
新
築
・

増
改
築
し
た
後
の
登
記
手
続
き
を

知
り
た
い
な
ど

宮

城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
登
米
支

部
長
＝
斉
藤
正ま

さ

章あ
き

☎
０
２
２
５（
７
６
）５
２
５
６

０
２
２
５（
７
９
）１
０
５
６
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市
で
は
、
市
内
企
業
と
大
学
な

ど
学
術
機
関
が
連
携
し
た
製
品
開

発
や
技
術
開
発
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。

市
内
の
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者（
た
だ
し
、

大
学
、
高
専
、
官
・
民
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
の
連
携
が
要
件
と
な
り

ま
す
）

市
内
企
業
が

大
学
な
ど
学
術
機
関
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
、
実
験
的
な
市
内
企

業
の
製
品
開
発
、
技
術
開
発
、
調

査
研
究
・
交
流
活
動
。
具
体
的
に

は
❶
事
業
実
施
に
必
要
と
な
る
設

備
な
ど
の
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
、

購
入
な
ど
に
必
要
な
経
費
❷
事
業

実
施
に
必
要
と
な
る
原
材
料
、
消

耗
品
、
消
耗
機
材
な
ど
の
経
費
❸

各
種
調
査
、
打
ち
合
わ
せ
実
施
の

た
め
の
経
費
、
宿
泊
費
❹
学
術
機

関
へ
の
謝
金
、
分
析
経
費
―
な
ど

▼
下

請
け
製
造
や
仕
入
れ
販
売
だ
け
を

行
っ
て
き
た
企
業
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
の
開
発
や
研
究
開
発
に
も
活

動
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
ケ
ー
ス
▼

機
能
性
食
品
、
加
工
食
品
の
開
発

―
な
ど

上
限
５
０
０
万

円
、
補
助
率
３
分
の
２（
学
術
機

関
の
活
動
に
係
る
旅
費
、
謝
金
、

借
上
料
は
10
分
の
10
定
額
）

４
月
１
日（
火
）〜

４
月
30
日（
水
）

産
業
経
済
部 

産

学
官
連
携
担
当（
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

室
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

　

市
景
観
計
画
の
推
進
に
向
け
て

市
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
景
観
形
成
会
議
委
員

を
公
募
し
ま
す
。❶

市
内
に
住
所
が

あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
人
❷
景
観
に
関
心
が
あ

り
、
公
共
的
な
観
点
で
意
見
を
述

べ
ら
れ
る
人
❸
市
議
会
議
員
お
よ

び
市
職
員
で
は
な
い
人

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
作
文
と
一
緒

に
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

❶
応
募
申
込
書
は
、
各
総
合
支
所

市
民
課
お
よ
び
建
設
部
住
宅
都
市

整
備
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
❷
作
文
は
「
今
後
の
登
米

市
の
景
観
整
備
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
市
販
の
原
稿
用
紙
な
ど
に

４
０
０
字
か
ら
８
０
０
字
程
度
で

ま
と
め
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
❸

応
募
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

３
人

４
月
21
日（
月
）必

着
と
し
ま
す
。

選
考
委
員
会
で
候

補
者
を
選
考
し
、
市
長
が
委
嘱
し

ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

建
設

部
住
宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備

係
）
　　
〒
９
８
７
―
０
６
０
２　

中

田
町
上
沼
字
西
桜
場
18
番
地

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

０
２
２
０（
３
４
）３
４
４
８

死jyutakutoshi@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

登
米
・
市
民
学
習
カ
フ
ェ
で
は
、

無
料
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

水
道
加
入
金
、
各
種
手
数
料
の

減
免
措
置
の
期
間

を
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し

ま
す
。

水
道
加
入

金
、
給
水
装
置
工
事
設
計
審
査
手

数
料
、
給
水
装
置
工
事
し
ゅ
ん
工

検
査
手
数
料
、
道
路
占
用
申
請
手

数
料

震
災
で
居
住

す
る
住
宅
が
、
り
災
証
明
書
で
全

壊
、
大
規
模
半
壊
と
判
断
さ
れ
、

市
内
で
住
宅
の
新
築
・
改
築
工
事

を
申
し
込
む
人全

額

】
給
水
装

置
工
事
申
込
書
、
り
災
証
明
書

平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で

水

道
事
業
所
水
道
管
理
課（
業
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２　

登
米
町

寺
池
目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１ ☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成26年 2月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,505 10,391 11,084 21,475

登米 1,813 2,451 2,697 5,148

東和 2,460 3,446 3,606 7,052

中田 4,871 7,779 8,245 16,024

豊里 2,094 3,362 3,504 6,866

米山 2,863 4,810 5,017 9,827

石越 1,620 2,609 2,696 5,305

南方 2,604 4,306 4,618 8,924

津山 1,231 1,742 1,908 3,650

合計 27,061 40,896 43,375 84,271
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳
制度の対象になったため、上記人口・世帯数に
含まれています。

（平成26年2月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H26 H25 増減数

人身事故
発生件数 72件 67件 5件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 92人 80人 12人

物損事故
発生件数 391件 457件 ▲66件

※平成26年１月からの延べ件数

○夕暮れ時のラ・ラ・ラ運動を実施しましょう
　❶ライトの早め点灯❷反射材の着用❸右側注意
○当て逃げ事故が多発しています。交通事故を起
こした際は、その場から必ず110番通報しましょ
う。

　

身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
り
、
一
定
の
要
件（
車
の
所

有
状
況
、
使
用
目
的
、
障
害
等
級

な
ど
）に
該
当
す
る
場
合
に
、
自

動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
に
減
免
を
受
け
て

い
る
人
に
は
継
続
申
請
の
ハ
ガ
キ

が
４
月
下
旬
ま
で
郵
送
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
ま
で

減
免
対
象
と
な
っ
て
い
た
自
動
車

を
買
い
換
え
た
場
合
な
ど
に
は
郵

送
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
新

規
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
１
日（
火
）〜

５
月
26
日（
月
）県

東
部
県
税
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所県

東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
☎

◉

４
月
26
日（
土
）午
後
２

時
〜（
開
場
＝
午
後
１
時
30
分
）

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
世
界

中
の
人
の
心
を
動
か
し
た
12
歳
の

少
女
の
現
在
の
活
動
と
、
日
本
や

フ
ラ
ン
ス
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
救
う
た
め
に
食
を
守
り
続
け
る

人
々
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。

登
米
・
市
民
学

習
カ
フ
ェ
＝
西
城
洋よ

う

市い
ち

☎
０
９
０（
２
９
５
４
）８
８
２
６

　

皆
さ
ん
か
ら
の

口
腔
内
の
健
康
や

歯
科
診
療
に
つ
い

て
の
相
談
を
電
話

で
お
受
け
し
ま
す
。

　

回
答
は
、
相
談
を
受
け
て
か
ら

３
日
以
内
に
歯
科
医
師
が
直
接
電

話
で
お
答
え
し
ま
す
。

４
月
18

日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

県

保
険
医
協
会

☎
０
２
２（
２
６
５
）１
６
６
７

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
３

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
県
総

務
部
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
/pref.m

iyagi.
jp
/
s
o
s
h
ik
i/
z
e
im
u
/

shinsyogenm
en.htm

l
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野
菜
加
工
の
新
会
社
立
ち
上
げ

地
域
農
業
活
性
化
に
期
待

中田町・神ノ木

酒井 實さん
さかい みのる

昭和21年生まれ　血液型／A型

　中田町上沼地内に完成した市内初の大規
模野菜加工施設。整備したのは、農業生産
法人㈱ベジファクトリー代表取締役の酒井
實さんです。同社は、酒井さんが代表を務
める農業生産法人㈲中田サンファームと、
山形県最上町に本社がある食品加工メーカ
ーと共同で立ち上げたもの。「鮮度保持に
徹底的にこだわった」という施設は、衛生
面や温度管理、浄水などにも最新の設備を
導入。国や県、市などの支援を受けて操業
にこぎ着けました。「震災が新会社立ち上
げのきっかけになった」と話す酒井さん。「地
域に生かされる、地域ぐるみの会社であり
たい」と熱い思いを語っていました。

完成した新工場は３月14日から試験操業を開始。本格操
業は5月の連休明けから。地元雇用で、10品目から20
品目のカット野菜を取り扱う予定です

▲

３
月
15
日
、
石
越
小
学
校
で
「
新
規
寄

贈
楽
器
披
露
式
並
び
に
創
立
１
４
０
周
年
記

念
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
支
援
者
や
保
護
者
へ

の
感
謝
を
込
め
て
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
自
然
に
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
3

月
1
日
に
観
た
、
第
16
回
市
民
劇
場
「
夢

フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
出

演
者
と
ス
タ
ッ
フ
、
自
分
も
含
め
た
観
客

が
夢
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
風
の
よ

う
に
」
を
歌
っ
て
い
た
と
き
で
す
。
感
動
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
遠
藤
）

▼
4
月
か
ら
別
部
署
に
異
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で

し
た
。
係
の
２
人
に
助
け
ら
れ
、
取
材
先

の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
た

ち
と
広
報
と
の
出
会
い
に
感
謝
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
増
子
）

▼
広
報
担
当
と
な
り
、
１
年
が
た
ち
ま
し

た
。
取
材
先
で
は
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
優
し
さ
を
日
々
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
す
て
き
な

笑
顔
や
話
題
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
お
邪
魔
し
た
際
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/


	215号_1.pdf
	215号_2.pdf
	215号_3.pdf
	215号_4.pdf
	215号_5.pdf
	215号_6.pdf
	215号_7.pdf
	215号_8.pdf
	215号_9.pdf
	215号_10.pdf
	215号_11.pdf
	215号_12.pdf
	215号_13.pdf
	215号_14.pdf
	215号_15.pdf
	215号_16.pdf
	215号_17.pdf
	215号_18.pdf
	215号_19.pdf
	215号_20.pdf
	215号_21.pdf
	215号_22.pdf
	215号_23.pdf
	215号_24.pdf
	215号_25.pdf
	215号_26.pdf
	215号_27.pdf
	215号_28.pdf
	215号_29.pdf
	215号_30.pdf
	215号_31.pdf
	215号_32.pdf
	215号_33.pdf
	215号_34.pdf
	215号_35.pdf
	215号_36.pdf

